
R7_教育情報・視聴覚部会研究発表資料 

p. 1 

 

 生徒一人一台端末の教育活動への利活用    

甲府昭和高校 岩下 一浩  

１．はじめに  ICT 教育の推進により「１人１台端末」の運用が開始され 4 年目となる。BYOD 導入

により日々個人端末を持参し、いつでも授業等での利用ができるようになった。併せて、校内無線接続環

境(wifi)が改善され、ストレスなくインターネット接続が可能になりつつある。学校における ICT の利活

用において、ハード面、ソフト面の充実、また教員・生徒のスキルアップも欠かせない。さらに、昨今の

学習活動への「生成 AI」(Copilot,ChatGPT)活用も進められている。本校における授業等教育活動への端

末の活用事例を紹介しながら、今後に生かしたい。尚、ICT 活用事例において、ICT 支援員北村さつき氏

による報告内容を活用させていただいた。 

２．学習用端末（一人一台）の授業等への利活用  

 （１） R7 年 1 年生の利用状況 

 （２） ICT 活用事例紹介 

   ①【公共】 ＊一斉授業 協働と個別の両立   

使用機材：  ハイユース PC、学習用端末、プロジェクター 

使用アプリ： Teams Meeting、Padlet   

Padlet や Teams でグループ活動を行いながら、個人の進度に応じて AI や動画教材で補完 

・SHR……朝登校後パソコンにて Teams を利用して本日の「行事」「今日の連絡」内容の確認 
・国語……コミュニケーションツールの一つである「Padlet」を活用した授業また、ポート 

フォリオ振り返り（Excel 入力）  
・地歴,公民……グループごとに Padlet で考察を投稿、調べ学習（Google,Copilot） 
・数学……宿題の確認、解答・解説の確認（Teams） 
・理科……理科実験レポート作成、ファイル提出（Word,Teams）。調べ学習（Google,Copilot） 
・英語……コミュニケーションツールの一つである「Padlet」を活用した授業 
・保健体育……発表用資料の作成（PowerPoint、Teams）。生徒はファイルを共有しながら、 

共同作業する。調べ学習 
・家庭科……被服において作業動画を確認しながら個別最適な授業（Teams、Stream）。ポート

フォリオ振り返り（Excel 入力） 
・総合的な探究の時間……グループごとに調べ、発表資料のまとめ（PowerPoint、Teams）。 
・部活動・委員会……Teams を利用しての連絡・確認 
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②【論理国語】 ＊一斉授業 協働と個別の両立   

使用機材：  ハイユース PC、学習用端末 

使用アプリ： Padlet   

コミュニケーションツールの一つである「Padlet」 

を活用した授業 

 

 

③【家庭基礎】  ＊個別最適な授業 

ICT 活用法 

使用機材： ハイユース PC、学習用端末、大型モニター 

使用アプリ：Teams、Stream 

実施手順 

１．作業の流れを、板書した内容から説明 

２．作業進度は生徒個々により異なるため、より詳細に確認などをしたい点は、Teams 授業『エプ 

ロン制作』で共有している動画を 視聴しながら進める 

効果 

個別最適な授業を実現するためには、ICT や生成 AI を活用しながら、生徒の学習状況や興味関心 

    に応じた柔軟な設計が重要となる。 

３．ICT教育を進め利活用していく上での課題と展望 

 ICT 教育の推進により「１人１台端末」の授業等での利活用は、少なくとも BYOD 導入以前よりは進

んでいる。本校の利用状況を見ると、生徒は毎日持参するが、日々のパソコン利用は、2、３コマほどの

ようである。1 時間の授業の中では 5 分～20 分程度の使用時間か。バッテリー容量を考慮するとそれほ

ど長時間の使用は無理である。忘れた場合や、バッテリー不足が生じた場合には視聴覚室より「3 人に 1

台端末」を貸し出している。「一斉授業」の中に、「個別最適な授業」をどれだけ組み入れていけるか。 

ハード面、ソフト面の充実、また教員・生徒のスキルアップも欠かせない、と始めに述べた。教員も生徒

も日々コミュケーションをとりながら、効果ある BYOD 端末の利用を探っていきたい。そして探究的な

学びと ICT スキル向上が同時並行的に育成されていくことを期待したい。  


